
清
里
地
区
歩
け
歩
け
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加

者
は
幼
稚
園
児
か
ら
九
十
歳
の
高
齢
者
ま

で
約
百
人
。
最
終
目
的
地
の
前
橋
公
園
親

水
・
水
上
ス
テ
ー
ジ
ゾ
ー
ン
ま
で
往
復
十

三
�
を
歩
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
清
里
公
民
館
か
ら
総
社
五
号

ル
フ
大
会
も
実
施
し
、
多
く
の
参
加
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
盆
栽
や
絵
画
な
ど
多
く
の

作
品
を
展
示
。
箱
田
中
生
徒
の
絵
画
と
習

字
も
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
三

十
三
組
が
踊
り
や
自
慢
の
の
ど
を
披
露
す

る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
。

同
町
の
新
井
和
三
自
治
会
長
は
「
こ
の

町
は
、
生
涯
学
習
の
意
識
が
高
く
ク
ラ
ブ

活
動
が
盛
ん
。
文
化
祭
で
の
発
表
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
が
多
い
ん
で
す
。
参
加

者
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。

町
内
に
箱
田
中
が
あ
っ
て
会
場
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
発
展

さ
せ
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

前
箱
田
町
で
は
十
一
月
二
日
と
三
日

の
二
日
間
、
箱
田
中
体
育
館
な
ど
で
文

化
祭
を
行
い
ま
し
た
。
住
民
の
親
ぼ
く

を
深
め
る
た
め
に
隔
年
で
開
催
し
、
今

年
が
八
回
目
。
舞
台
発
表
や
作
品
展
示
、

バ
ザ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
今
回
は
新
た
な

試
み
で
三
世
代
交
流
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

公
園
へ
。
こ
こ
で
一
休
み
。
そ
れ
か
ら
Ｊ

Ｒ
上
越
線
側
道
を
南
下
し
た
と
こ
ろ
で
ち

ょ
う
ど
蒸
気
機
関
車
と
遭
遇
し
、
皆
大
喜

び
で
し
た
。
そ
し
て
王
山
古
墳
か
ら
中
央

大
橋
を
渡
り
、
十
一
時
に
目
的
地
の
前
橋

公
園
に
到
着
。
こ
こ
で
歓
談
し
な
が
ら
食

べ
た
お
弁
当
は
、
格
別
に
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
そ
の
日
は
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

で
「
ふ
れ
あ
い
生
活
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
見
学
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
途
に

つ
き
、
全
員
が
完
歩
。
秋
晴
れ
に
映
え
た

雄
大
な
赤
城
山
を
見
な
が
ら
友
と
歩
き
、

語
り
合
う
の
は
気
分
そ
う
快
で
し
た
。

交
通
機
関
が
発
達
し
、
人
間
が
本
来
持

つ
歩
行
能
力
が
次
第
に
退
化
し
て
い
る
中
、

こ
の
よ
う
な
大
会
に
参
加
し
て
汗
を
流
す

こ
と
は
、
健
康
の
増
進
と
歩
行
機
能
の
回

復
に
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

平成１４年１１月１５日号　６

青
梨
子
町
　
松
下
　
煕
雄
　
67

秋
晴
れ
の
下
で

歩
け
歩
け
大
会

お
た
よ
り

コ
ー
ナ
ー

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

箱
田
中
を
会
場
に

文
化
祭
を
開
催

前
箱
田
町

昭
和
三
十
年
代
に
撮
影
さ
れ
た

両
毛
線
の
踏
切
で
す
（
写
真
上
、

写
真
下
は
現
在
）。
現
在
の
表
町
一

丁
目
、
南
町
一
丁
目
、
紅
雲
町
二

丁
目
の
三
町
が
接
す
る
地
点
。
荷

物
を
乗
せ
た
自
転
車
が
時
代
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
同

六
十
一
年
の
高
架
化
で
、
こ
の
踏

切
も
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

【
写
真
提
供
・
島
田
幸
一
さ
ん
】

高
架
化
で

21
カ
所
撤
去

両
毛
線
踏
切

古い前橋市内の風景写真をお
持ちの人は、市役所広報広聴課
�890-6642へお願いします。


